
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                 
            児童・生徒が利用する相談指導教室の通室生を対象に、音楽を 

通じコミュニケーション能力を育むワークショップを開催する事業 
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団体からこれから応募される方へ 

市の発展のために活動することで、子どもたちに興味の幅を 

広げ、心豊かな生き方を考えるきっかけづくりとなりました。 

みなさんもそれぞれの夢の実現のために活動してください。 

 

実施年度 平成２５年度～２７年度 

総事業費 ２７０千円 

ピックアップ 

協働事業 
「「音音風風景景（（ササウウンンドドススケケーーププ））」」事事業業  

ビッグママ・プロジェクト＋青少年相談センター 

 

●協働だからこそ「苦労した」こと 

例えば楽器体験コーナー。消極的

な子どもでも気軽に参加できるよう

な場の雰囲気づくりなどを考えなが

ら、話し合いを重ね、お互いを尊重

し、感謝しながら実施しているので、

特に苦労は感じません。 

●協働だからこそ「よかった」こと 

「つながる」がキーワード。ひとりで奏でる。 

みんなで奏でる。不登校で悩む通室生に

向けて、社会に一歩踏み出すきっかけづく

り。 

ビッグママの特性を活かし、現場の先生方

からも学びながら、毎回工夫を凝らし、素

敵なハーモニーを会場の皆と共に奏でて

います。 

●協働だからこそ「よかった」こと 

子どもたちの目の前で楽器の生演奏を

していただき、参加した多くの子どもたち

が音楽や楽器に興味をもつよい機会と

なりました。音楽を専門に活動されてい

る団体だからこそ本物の感動を相談指

導教室の通室生に届けることができまし

た。 

●協働だからこそ「苦労した」こと 

事前の打合せを丁寧にしていただき

ました。こちらの相談指導教室の状

況を理解しながら取り組んでいただ

けたので、特に苦労した点はありま

せん。 

 


